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技 術 概 要

吊り下げ中、製品の下に入ることは厳禁です（製品が落下した時に死亡事故の恐れがあります）。
製品の反転をする時は、製品が落下しても支障のない位置で行い、吊金具側に立たないでください。
（ワイヤー吊金具がハネたり、製品が横転して事故の原因になることがあります）。

警告 製品が落下したときに大事に至らないように、次の事項をお守りください。

４

技 術 名 称

開 発 目 標

！

副  題
Ｌ型街渠ブロック
可変エプロン

可変エプロン

概　要

される

効　果

期　待
① 用途拡大

① 何について何をする技術なのか

② 従来はどのような技術で対応していたのか
Ｌ型街渠ブロックはエプロン幅50㎝横断勾配６％を標準としており、

渠底を温存したエプロン切下げ面を車道路肩と連続舗装し、
２％横断勾配の自転車通行レーンを広く形成する。

自転車通行には安全通行上適合しにくい。

Ｌ型ブロック街渠構造のまま、エプロン舗装により
自転車通行レーンにも適合させる。

半オープン縁石も選択できる

越流縁石と車止縁石が交互に連続するｾﾐｵｰﾌﾟﾝ縁石によって広い

エプロン舗装の横断勾配から一般の６％にも可変施工でき、
歩道面の雨水を連続状態でｴﾌﾟﾛﾝへ越流排水できる。

展　望

技術評価

① 生産流通は従来品と同じ

型枠は一般品を流用でき、製造工程も変わらずコストアップがない。
供給において地域が偏らなく流通は従来と同じ。

② 国が示すガイドラインに適合する。

② 側溝施設として向上

自転車通行空間の設計において走行路面の安全性が高まる。

セメント由来のＣＯ 
材質の低炭素化を目指すものとなる。

2

特許

③ 低炭素化

排出量が削減するうえ、Ｌ型ﾌﾞﾛｯｸ全体

意匠登録

第1539334号

第1693036号

産業財産権 第6388287号

第1555376号

維持管理に適した街渠となる。

自転車のみ歩道への迂回回避に適し、自転車通行レーン走行中の
安全性が向上する。

半オープン縁石によって縁石高さが平均1/2にスリム化し、

ＮＥＴＩＳ登録番号　ＫＴ２５００３６－Ａ
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埼玉県川口市中青木1-9-27
TEL：048-255-3180／FAX：452-8778

開発分室・矢作ｺﾝｸﾘー ﾄ工業株式会社
関東支部

分室・株式会社日東
埼玉県坂戸市千代田5-7-24
TEL：049-283-5184／FAX：289-1167

水路技術研究会 事務局
東京都練馬区関町南 4-22-1-206
特許
管理 大嶋事務所

TEL／FAX ：03-5903-9554

水路技術研究会
企画・開発

http://www.suiroken.jp/

製造販売（地域別・五十音順）

株 式 会 社 日 東東京都・神奈川・千葉県
埼玉・群馬・栃木・茨城県

埼玉県 埼玉県コンクリート製品協同組合

埼玉・群馬県
東京都・神奈川・千葉県
埼玉・群馬・栃木・茨城県

奈良・三重・和歌山県
兵庫・鳥取・大分県

静岡・滋賀県・京都・大阪府

兵庫県

岡山・広島・鳥取県・大阪府
兵庫・愛媛・高知・徳島県 ラ ン デ ス 株 式 会 社

埼玉県 林屋コンクリート工業株式会社

イ ン フ ラ テ ッ ク 株 式 会 社

兵庫県コンクリート製品協同組合

矢作コンクリート工業株式会社

 　　 令和８年 １月　改訂

セミオープン縁石部会
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